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柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
は
、
新
潟

県
の
柏
崎
市
と
刈
羽
村
に
立
地
し
、
日

本
海
に
臨
む
約
４
２
０
万
平
方
㍍
の
広

大
な
敷
地
に
７
つ
の
発
電
設
備
が
並
ぶ
。

合
計
出
力
は
８
２
１
万
２
０
０
０
ｋ
Ｗ

と
、
世
界
最
大
規
模
。

 

「
今
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
。
気
候
一
つ

と
っ
て
も
従
来
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
事
象
が
次
々
に
起
き
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
俳
優
・
気
象
予
報
士
の

石
原
良
純
さ
ん
。「
地
球
温
暖
化
や
将
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
は
、
誰
し
も
が

気
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

　

石
原
さ
ん
を
現
地
で
迎
え
た
の
は
、

発
電
所
長
の
稲
垣
武
之
さ
ん
。「
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
よ
う
な
事
故
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
。
事
故
の
反
省
と
教

訓
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
昨
日
よ
り

今
日
、
今
日
よ
り
明
日
と
安
全
レ
ベ
ル

を
高
め
る
べ
く
、
多
重
か
つ
多
様
な
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
設
備

面
の
備
え
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
使
い

こ
な
す
所
員
の
技
量
も
必
要
。
運
用
面

で
は
地
震
や
津
波
な
ど
に
よ
る
過
酷
事

故
を
想
定
し
、
シ
ナ
リ
オ
を
予
告
し
な

い
総
合
訓
練
や
各
種
訓
練
を
、
繰
り
返

し
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。
さ
ら
に
、「
発
電
所
の
安
全
性
を
よ

燃料が装荷された７号機の原子炉上部フロアを
真剣なまなざしで見つめる石原さん。

「再稼働への士気は高まっていますか？」
（石原さん）「はい。現場には一体感があ
ります。日々の訓練により、対応力は格
段に向上しました」（稲垣所長）
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り
高
め
る
た
め
に
は
、
日
常
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
で
、
互
い
に
信

頼
し
あ
え
る
職
場
で
あ
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
発
電
所
正
門
な
ど
で
行
っ
て
い

る
『
あ
い
さ
つ
運
動
』
な
ど
を
通
じ
て
、

社
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
」
と
加
え
た
。

安
全
対
策
の
多
様
化

　

石
原
さ
ん
が
視
察
し
た
の
は
、
す
で

に
再
稼
働
に
向
け
た
技
術
的
な
準
備
が

整
っ
た
７
号
機
だ
。
稲
垣
所
長
は
、「
２

０
２
０
年
に
国
の
新
規
制
基
準
に
合
格
。

24
年
４
月
に
原
子
炉
へ
の
燃
料
装
荷
が

完
了
し
、
６
月
に
は
設
備
の
健
全
性
チ

ェ
ッ
ク
を
終
え
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
当

時
、
同
発
電
所
保
全
部
長
と
し
て
現
地

で
対
応
し
た
稲
垣
所
長
。「
私
自
身
も
痛

感
し
た
の
が
、
電
源
と
冷
却
手
段
の
確

保
の
重
要
性
で
す
。
事
故
の
反
省
と
教

訓
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策
の
徹
底
的
な

多
様
化
を
図
り
ま
し
た
」

　

そ
の
一
例
が
地
震
・
津
波
対
策
だ
。

同
発
電
所
で
想
定
さ
れ
る
津
波
は
高
さ

約
７
〜
８
㍍
。
５
〜
７
号
機
側
で
は
海

抜
15
㍍
の
防
潮
堤
を
設
置
し
た
ほ
か
、

重
要
エ
リ
ア
に
水
密
扉
を
設
置
す
る
な

ど
、
建
屋
内
へ
の
海
水
の
流
入
を
防
ぐ

措
置
を
講
じ
た
。

　

そ
し
て
、
安
全
対
策
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
電
源
の
確
保
。
も
し
外
部
電

源
を
喪
失
し
て
も
必
要
な
電
源
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
既
存
の
発
電
機
に
加
え
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
車
や
電
源
車
を

複
数
配
備
し
、
津
波
の
影
響
を
受
け
な

い
場
所
に
分
散
配
置
し
た
。

　

ま
た
、
原
子
炉
を
冷
や
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
注
水
を
行
う
た
め
の
設
備
を

何
重
に
も
配
備
し
た
。
さ
ら
に
は
、
熱

交
換
器
を
搭
載
し
た
専
用
の
車
両
で
冷

却
を
行
う
こ
と
で
、
万
が
一
、
炉
心
が

損
傷
す
る
よ
う
な
事
故
が
起
き
た
と
し

て
も
、
放
射
性
物
質
の
大
気
へ
の
放
出

を
約
10
日
間
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
も
放
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
に

備
え
、
粒
子
状
の
放
射
性
物
質
を
99
・

９
％
除
去
で
き
る
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設

備
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策

に
よ
り
発
電
所
の
安
全
性
は
大
き
く
向

上
し
た
。

　

稲
垣
所
長
は
、「
安
全
へ
の
取
り
組
み

は
、
今
後
も
改
善
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

再
稼
働
は
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
強
化
し

た
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
丁

寧
に
ご
説
明
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」の
大
切
さ

　

視
察
を
終
え
た
石
原
さ
ん
が
言
う
。

「
地
震
や
津
波
へ
の
対
策
、
電
源
や
冷

却
手
段
の
確
保
な
ど
、
何
重
も
の
取
り

組
み
に
加
え
、
そ
れ
で
も
万
が
一
事
故

が
起
き
て
し
ま
っ
た
際
も
被
害
を
最
小

限
に
す
る
対
策
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
日
本
の
電
力

は
、
海
外
か
ら
輸
入
す
る
天
然
ガ
ス
な

ど
の
化
石
燃
料
を
用
い
た
火
力
発
電
に

大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

「
資
源
に
乏
し
い
日
本
で
は
、
原
子
力

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
、
使

え
る
電
源
を
組
み
合
わ
せ
て
上
手
に
活

用
す
る
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
』
が

必
要
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
だ

け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
抑
制
と
安

定
供
給
の
両
立
に
向
け
て
、
原
子
力
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
安
全
確

保
の
た
め
、
考
え
得
る
限
り
の
備
え
を

し
た
上
で
先
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
石
原
さ
ん
は
、

「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
は
再
稼

働
へ
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
発
電
所
の
皆
さ
ん
に
は
、
安
全

へ
の
思
い
を
胸
に
引
き
続
き
頑
張
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

電
力
の
安
定
供
給
確
保
を
は
じ
め
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は

極
め
て
多
難
。
政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
社
会
の
脱
炭
素
化
に
重
要
な

役
割
を
担
う
原
子
力
を
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
と
し
、
最
大
限
に
活
用
し

て
い
く
方
針
だ
。
そ
ん
な
中
、
何
重
も
の
安
全
対
策
を
講
じ
な
が
ら
再
稼
働
を

目
指
す
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
柏か

し
わ
ざ
き
か
り
わ

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
深
い
関
心
を
抱
く
石
原
良
純
さ
ん
が
視
察
し
た
。

非常時の注水に活用する消防
車の前で。柏崎刈羽原子力発
電所は日本のエネルギーの安
定供給に貢献する。現在、発電
所で働く従業員は、社員や協
力企業を合わせ約5800名。
約8割が新潟県在住者だ。再
稼働で、地域経済への波及効
果も期待される。（左は副所長
の大東正樹さん）
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